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1. はじめに 

PC、デジタル家電の普及に伴い、PC が高性能

化し、ソフトウェアによる動画像の編集や圧縮

が可能になり、個人レベルで動画像を扱うこと

が多くなった。また、PC の普及に伴い、PC の低

価格化により安価に並列処理が可能になってい

る。以上の背景から、動画像の圧縮にかかる時

間を削減し、動画像の編集者の負担を減らすシ

ステムの研究および開発を進めている[1][2]。それ

ら一連の研究の一環として、LAN で伝送出来るよ

うなデータの簡易圧縮法の検討を進めている[2]。

現在検討中の手法は、単純差分の代わりに動き

予測をすることで圧縮率を上げようとしている。 

本稿では、単純差分の代わりに動き予測を使

用することで簡易圧縮の向上を図る。 

２. 並列ビデオエンコーダシステム 

図１に、並列ビデオエンコーダシステムの構

成を示す。本システムは、PC 端末から LAN を使

いマルチコア PC に動画像を送って圧縮を行い、

PC 端末に戻すものである。このシステムは通信

網に特別線を使わずに、それぞれのクラスタ、

利用者の PC を Gigabit Ethernet で結合してい

る。利用者は、クラスタマシンに符号化する動

画像を送り、クラスタマシンは、符号化処理が

終了し次第、利用者の端末へ戻す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 並列ビデオエンコーダの図 

３．簡易圧縮アルゴリズム 

図２に、簡易圧縮アルゴリズムの流れを示す。 

最初に今の画像と次の画像の２枚の画像をＹＵ 

 

 

 

 

Ｖ形式に変換し単純差分で画素の差を取り、そ

の値を、RLE（三種類のＲＬＥ）を使いその後ハ

フマン符号化を行う。 

 

 

 

 

 

 

図 2 符号化手順の流れ図 

4 アルゴリズムの改善 

 本手法のでは、エンコーダで符号化を行う際

に動きベクトルから生成されるため、生成され

た動きベクトルをユーザ端末にフィードバック

することにより、ユーザ端末側での簡易圧縮に

利用する事が出来る。例えば、エンコーダで 0

フレーム目と 1 フレーム目のエンコードを行う

際、動きベクトルが生成されるので、これをユ

ーザ端末にフィードバックして、2 フレーム以降

の動きベクトルを予測する。 

 フレーム i とフレーム j の間の動きベクトル

を jiv ~

→

とすると、あらかじめ 1~0

→

v が与えられこ

とになる。フレーム間の動きが等速であると仮

定するした場合、 

1~02~0 2
→→

= vv                (1) 

と予測することが出来る。同様に k フレーム目

の動きベクトルは、以下のように予測すること

が出来る。 

1~0,~0

→→

= vkv ak                (2) 

ただし、ブロックマッチングを用いた動き情報

は、物体の動きを正確に反映しない場合がある

ので、以下のようにするほうが適切な場合があ

る。 

1~0,~0

→→

= vv bk                 (3) 

今回の手法では、フレームを 16×16 のブロック

に分割し、各ブロックについて、より誤差の少

ない(圧縮後のデータ量の少ないことが予測され

る)結果を選ぶことで圧縮の効率の向上を図る。 

5 実験 

5.1 実験条件 

An Improvement of Simple Compression Method with Motion 
Vecter 
† Sho Nakane, Kouhei Tkahasi, Yasuyuki Miura,  Shigeyoshi 
Watanabe, Shonan Institute of Technology 
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映像情報メディア学会の標準動画像を用いて、

連続したフレームに対して mobile multimerin 

system エンコーダから取り出したベクトルデー

タを使い単純差分と提案手法のデータ量を比較

した。合計 30 種の画像を使用した。データを画

像の大きさは 352×240 である。非圧縮の状態に

おける画像のサイズは、257KB である。 

5.2 実験結果 

図 3 に、2 フレーム離れたフレームの動きベク

トルを予測した場合の符号量を載せる。グラフ

から大きく改善できているもの、多少の改善が

出来ているもの、ほぼ改善の出来ていないもの

があることが見て取れる。図 3 のグラフから、

改善が出来ているものと出来ていないものとで

なぜ差が出たかを検討するため特徴のある画像

のグラフをサンプルとしてそれぞれ載せる。図 4

に、画像全体が動いていく画像であり、図 5 に

画像全体が無作為に小さく動く画像であり、図 6

に背景は動かないが一部が回転している画像で

あり、図 7 に背景は動かないが多くの人が無作

為に動く画像の符号量を示す。 

図 4 では提案手法である動き補償が狙い通り

働いた結果大きく改善できているものであると

考えられる。図 5 では動きが細かいせいか動き

予測が効果的に働かなかったためにこのような

結果になったと考えられる。図 6 では動き予測

に誤情報が検出されていたためにデータ量が増

えてしまっているものと考えられる。図 7 では

図 5 に近い画像ではあったが一つ一つの動きが

比較的大きいために多少の改善が出来ているよ

うである。 
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図 3 全体の符号量 
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図 4 サンプル 1 の符号量 

6 まとめ 

本稿では、簡易圧縮のアルゴリズムの改善法を

提案した。エンコーダから返ってきたデータに

は動きベクトルが含まれるため、それを利用し

た動き予測を行うことで差分を取った。30 種ほ

どの動画を用意し簡易圧縮後のデータを比較し

た。比較した結果からなぜそのような結果にな

ったかを特徴のあるサンプルを取りだしそれぞ

れに対して検討した。等速で動く動画像では圧

縮の効率化が図れたがそれ以外の画像では動き

予測の特性上、予測自体がうまくいかない場合

や、細かすぎて効果的に予測が行えないといっ

た結果になり大きな改善は得られなかった。 
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図 5 サンプル 2 の符号量 
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図 6 サンプル 3 の符号量 
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図 7 サンプル 4 の符号量 
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